
『性』の話【後篇】 

前回は性のお話しの前篇でした。今回もその

続きです。 

 

新年早々と思われるかたもいらっしゃるか

もしれません。不快や抵抗を感じられる方がい

らしたら、それは当然のことかと思います。 

それくらい我々は『性』に対して構えがあるよ

うです。 

 

一方、『性』の話しは話題性に富んでいます。 

神秘的でもあり、卑猥なものにもされ、ある人

にとっては怖いもの、ある場面では笑い話しに

も使われる題材です。 

実は心理療法を扱ううえでは大変重要なテ

ーマでもあります。 

 

現在は誰もが何気なく使っている無意識と

かトラウマなどという概念を見つけた『精神分

析』は、もともと精神的な病を『性的な葛藤』

から生じていると発想することで治療理論を

構築していきました。 

 

ドイツの医師、フロイトという人が発案者で

す。当時の社会は、現代よりもさらに強く性に

ついてタブー視するところがあり、「症状の原

因は性的な葛藤からきている」などと発表した

フロイトは学術的な医学会からはじき出され

てしまいます。それでも有志で小さな勉強会な

どをコツコツと続け、数々の症例を報告してい

くのですが、やはり、社会一般からは、変人に

思われるか、笑われてしまいます。 

 

その後、それらのたゆまぬ研究の中から人間

のこころを理解するうえで有用な知見がいく 

 

つも認められてきたことで、現在のようにその

知識と技術を世界中で心理療法として活かす

ことができています。 

 

フロイトが、患者の抑圧された性的な葛藤を

紐解き理解していくことで様々な症状が消失

するということに気づいてから、おおよそ 100

年以上たった今の状況はどのように変わった

かと考えてみます。 

 

多くの国では当時の社会よりも、ずいぶん、

個性を主張できるようになりました。発言は自

由になりましたし、人生の選択肢も昔と今では

比較にならないようにもみえます。 

 

しかし、変わらず心理的な葛藤を抱える人は

いらっしゃり、誰にも言えぬ悩みを胸に秘めて

いる人も少なくありません。 

 

フロイトが当時、笑いものにされながら主張

した『性』についての問題は、たしかに当時の

性別による不自由さや、因習的な性的価値観に

よる束縛的な葛藤を含んでいたと思いますが、

ただの性癖とか、性行為についてというだけの

ことではなく、『社会性と個性』という二つの

『性』の間の葛藤だったのではないかと私は考

えます。 

 

前回の例で挙げた少女は、思春期に最愛の父

を亡くしていました。 

また父の娘として望まれていた期待に応えら

れずにいることに苦しんでいたことも関係し

ていました。残された母の急に老け込んだ姿を

支えたいと強く願っていたことも本心でした。

しかし、幼いこころは、その事実を受け入れら

れず、自らが男性になることで現実を拒もうと 

 



 

しました。 

 

もちろん、女性の中にも男性性と呼べるよう

なものはありますので、まだ女性として成熟し

ていない彼女は、混乱の中、自身の男性性を頼

ってすべてを解決しようとしたともいえなく

はありません。 

 

その後、さまざまな新しい出会いの中で、こ

ころが癒され、育ち、次第に女性として生きる

ことの悲しみと恐怖、虚しさから、誰かに必要

とされることや、誰かを癒すことの喜びを知っ

て大人の女性へと成長していかれました。 

 

ここで大切にしたいのは、人間が、「ほかの

誰でもない自分」という身体とこころを持ち、

それを守り抜きたいということ。 

しかし、『自分という個性』を守り通すため

には、それを、ほかの個体である別の人間（家

族であっても）と共存せねばならず、結果的に、

相手の価値観や感覚に合わせながら生きねば

ならないということです。 

そうすることで人はしあわせを感じる生き

物でもありますが、そう簡単なことでもありま

せん。 

 

社会は個人の集まりですが、個人個人は似て

いるものを求め、最大公約数的に結びつき、共

通点が少ないものを孤独にしがちです。誰も孤

独にはなりたくないので、自分の個性を仕舞い

込んで忘れ、周囲に合わせることに長けていく

人もたくさんいます。孤独を感じた者は、その

孤独を叫べば叫ぶほど、周囲から拒まれたり、

遠ざけられたりしてしまいます。逆に個人が自

分の個性を重んじ過ぎると、社会を拒んで遠ざ

けてしまうことをしてしまいます。 

 

 

そうした場合、多くの人は成長をとめてしまう

ようにみえます。 

 

個性が個性として成長を続けるために社会

性というものが備わっているようにも思いま

す。 

 

我々は個性と社会性という二つの『性』の間で

いつも揺れています。 

しかし、揺れながらしかみつからない仲間もい

ます。自分の居る場所があまりに寂しい時、こ

こではないどこかを求めて人は旅に出ること

があります。私は孤独な人と出会い、ともに旅

をすることを仕事にしているような気がして

います。 

 

嵐の海で、吹雪の山で、灼熱の砂漠で、どん

どん弱っていく孤独な人の傍らで今度こそは

だめかもしれないとハラハラするときにこそ、

別の孤独な誰かが現れるものです。 

ふたりで寄り添って新たな旅路につかれる後

姿を何度も見送って来ました。 

 

孤独と孤独をつなぐことが本当の意味で社

会をつくっているのだと信じたい気分です。 

 

さて、今年はどんな旅が待っていますやら。 

これが私の『性（さが）』なのでしょう。 
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